
(57)【要約】

【課題】　シート材で受けた雨水の排水が良好とされる

排水手段を設けた仮設テントを提供する。

【解決手段】　建物Ｈの周囲に設置された仮設足場Ｔに

架設される一対のレール３０に両端が支持される複数の

ガーター５０を備え、このガーター５０にシート８０が

張設されて建物Ｈの上空を移動されることによりシート

８０が張設される。シート８０を支持するガーター５０

と隣り合うガーター５０は所定長さのつなぎ材６０によ

り互いに連結され、シート８０には、仮設テントＳの外

側と内側とを連通するドレーン９０が形成され、排水ホ

ース９１が接続されている。このように、つなぎ材６０

で隣り合うガーター５０の中央部分を連結して排水負担

領域を２分割し、隣り合うガーター５０、つなぎ材６０

、及びレール３０によって囲まれる矩形の構面の対角線

の交点にドレーンを位置させると、排水不良が発生しな

い。

【選択図】　　　　図１６
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 建 物 又 は 敷 地 の 上 方 を 覆 う 仮 設 テ ン ト で あ っ て 、
　 建 物 又 は 敷 地 の 周 囲 に 設 置 さ れ た 仮 設 足 場 に 略 水 平 に 架 設 さ れ る 一 対 の 略 平 行 な レ ー ル
部 材 と 、
　 該 レ ー ル 部 材 の 各 々 に 両 端 が 支 持 さ れ て 建 物 又 は 敷 地 の 上 空 に 架 け 渡 さ れ 、 前 記 レ ー ル
部 材 に 沿 っ て 走 行 自 在 に 構 成 さ れ た 複 数 の 梁 部 材 と 、
　 隣 り 合 う 梁 部 材 の 間 に 張 設 さ れ る シ ー ト 部 材 と 、
　 隣 り 合 う 梁 部 材 を 互 い に 連 結 す る 所 定 長 さ の つ な ぎ 材 と 、 を 備 え 、
　 前 記 シ ー ト 部 材 は 、 前 記 仮 設 テ ン ト の 内 側 か ら 前 記 つ な ぎ 材 に 支 持 さ れ る と 共 に 、
　 前 記 シ ー ト 部 材 に は 、 前 記 仮 設 テ ン ト の 外 側 と 内 側 と を 連 通 す る 水 抜 き 孔 が 形 成 さ れ 、
　 該 水 抜 き 孔 に は 、 前 記 仮 設 テ ン ト の 内 側 に 連 通 す る 排 水 手 段 が 接 続 さ れ る こ と を 特 徴 と
す る 、 仮 設 テ ン ト 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 水 抜 き 孔 は 、 隣 り 合 う 一 組 の 梁 部 材 、 該 梁 部 材 同 士 を 連 結 す る つ な ぎ 材 、 前 記 レ ー
ル 部 材 、 に 囲 ま れ た 領 域 の 対 角 線 の 交 点 と 略 同 一 位 置 に 設 け ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る
、 請 求 項 １ に 記 載 の 仮 設 テ ン ト 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 水 抜 き 孔 は 、 隣 り 合 う 一 組 の 梁 部 材 、 該 梁 部 材 同 士 を 連 結 す る つ な ぎ 材 、 該 つ な ぎ
材 と 隣 り 合 う つ な ぎ 材 、 に 囲 ま れ た 領 域 の 対 角 線 の 交 点 と 略 同 一 位 置 に 設 け ら れ て い る こ
と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 仮 設 テ ン ト 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 つ な ぎ 材 は 、 前 記 梁 部 材 と 直 交 し て 設 置 さ れ 、 か つ 隣 り 合 う 梁 部 材 の 各 々 の 長 さ 方
向 の 略 中 央 を 互 い に 連 結 す る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ 乃 至 請 求 項 ３ の い ず れ か 一 項 に
記 載 の 仮 設 テ ン ト 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 仮 設 足 場 を 利 用 し て 建 設 中 の 建 築 物 の 上 方 に シ ー ト 材 を 張 設 す る 仮 設 テ ン ト
に 係 り 、 特 に 、 シ ー ト 材 で 受 け た 雨 水 の 排 水 が 良 好 と さ れ る 排 水 手 段 を 設 け た 仮 設 テ ン ト
に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 土 木 、 建 築 作 業 現 場 の 仮 設 建 築 物 の 周 囲 骨 組 み に 開 閉 可 能 な 仮 設 屋 根 を 設 け る 技 術 が 知
ら れ て い る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。 こ の 仮 設 屋 根 は 、 仮 設 建 築 物 の 前 後 の 梁 に 所 要
数 の 移 動 台 車 を 嵌 着 し 、 そ の 移 動 台 車 に 屋 根 フ レ ー ム の 下 端 部 を 取 付 け 、 該 屋 根 フ レ ー ム
の 上 端 部 に 屋 根 シ ー ト の シ ー ト ジ ョ イ ン ト を 着 脱 可 能 に 固 定 し て 構 成 さ れ て い る 。
　 ま た 、 建 築 現 場 の 足 場 の 上 部 付 近 に ワ イ ヤ を 張 り 渡 し 、 該 ワ イ ヤ 間 に ワ イ ヤ に 沿 っ て ス
ラ イ ド 可 能 に テ ン ト 用 シ ー ト が 張 設 さ れ る 建 築 現 場 用 テ ン ト に お い て 、 テ ン ト 用 シ ー ト の
略 中 央 部 に 複 数 の 排 水 口 が 設 け ら れ 、 該 排 水 口 に 柔 軟 な 素 材 の 長 尺 排 水 樋 を 接 続 し て 雨 水
が 飛 散 し な い よ う に す る 技 術 が 知 ら れ て い る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 ２ 参 照 ） 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 許 第 ２ ９ ５ ０ ５ ４ １ 号 公 報 （ 第 １ － ５ 頁 、 図 ２ － ３ 、 図 １ ０ ）
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 ２ ０ ０ １ － ２ ０ ７ ６ ４ ７ 号 公 報 （ 第 ２ － ３ 頁 、 図 １ ）
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 特 許 文 献 １ の 仮 設 屋 根 は 、 屋 根 シ ー ト が 水 平 に 設 置 さ れ て い る た め 、 そ の 上 面 に 雨 水 が
流 入 す る と シ ー ト 部 材 が た わ ん で 水 た ま り が 形 成 さ れ て し ま う 。 と こ ろ が 、 シ ー ト 上 に た
ま っ た 水 を 排 水 す る 排 水 手 段 が 設 け ら れ て い な い の で 、 い っ た ん 水 た ま り が で き て し ま う
と そ の 除 去 作 業 を 行 わ な け れ ば 排 水 さ れ な い と い う 問 題 点 が あ っ た 。
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【 ０ ０ ０ ４ 】
　 ま た 、 特 許 文 献 ２ の 建 築 現 場 用 テ ン ト は 、 張 設 さ れ た テ ン ト 用 シ ー ト に 複 数 の 排 水 口 が
設 け ら れ 、 該 排 水 口 に 接 続 さ れ た 排 水 樋 が 設 け ら れ て い る 。 し か し 、 特 許 文 献 ２ の 排 水 口
は 、 排 水 口 の 位 置 を テ ン ト 用 シ ー ト の 略 中 央 と す る の み で あ っ て 、 シ ー ト 上 の 雨 水 の 排 水
負 担 領 域 を 分 割 し 、 各 々 の 排 水 負 担 領 域 で 受 け た 雨 水 は 対 応 す る 排 水 口 に 流 入 す る よ う に
排 水 口 の 位 置 を 設 計 す る 、 と い う 技 術 思 想 に つ い て は 記 載 さ れ て い な か っ た 。 従 っ て 、 例
え ば シ ー ト に 局 部 的 に 水 た ま り が 発 生 す る と い う 問 題 が 生 じ る 可 能 性 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 発 明 は 、 上 記 の よ う な 問 題 に 鑑 み 、 仮 設 足 場 を 利 用 し て 設 置 さ れ 、 炎 天 、 雨 天 又 は 吹
雪 な ど の 悪 天 候 で も 建 築 作 業 を 進 行 さ せ る こ と が 可 能 な 仮 設 テ ン ト で あ っ て 、 必 要 に 応 じ
て 開 閉 可 能 に 構 成 さ れ 、 か つ 、 シ ー ト 材 で 受 け た 雨 水 の 排 水 が 良 好 と さ れ る 排 水 手 段 を 設
け た 仮 設 テ ン ト を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 前 記 課 題 は 、 請 求 項 １ に 記 載 の 仮 設 テ ン ト に よ れ ば 、 建 物 又 は 敷 地 の 上 方 を 覆 う 仮 設 テ
ン ト で あ っ て 、 建 物 又 は 敷 地 の 周 囲 に 設 置 さ れ た 仮 設 足 場 に 略 水 平 に 架 設 さ れ る 一 対 の 略
平 行 な レ ー ル 部 材 と 、 該 レ ー ル 部 材 の 各 々 に 両 端 が 支 持 さ れ て 建 物 又 は 敷 地 の 上 空 に 架 け
渡 さ れ 、 前 記 レ ー ル 部 材 に 沿 っ て 走 行 自 在 に 構 成 さ れ た 複 数 の 梁 部 材 と 、 隣 り 合 う 梁 部 材
の 間 に 張 設 さ れ る シ ー ト 部 材 と 、 隣 り 合 う 梁 部 材 を 互 い に 連 結 す る 所 定 長 さ の つ な ぎ 材 と
、 を 備 え 、 前 記 シ ー ト 部 材 は 、 前 記 仮 設 テ ン ト の 内 側 か ら 前 記 つ な ぎ 材 に 支 持 さ れ る と 共
に 、 前 記 シ ー ト 部 材 に は 、 前 記 仮 設 テ ン ト の 外 側 と 内 側 と を 連 通 す る 水 抜 き 孔 が 形 成 さ れ
、 該 水 抜 き 孔 に は 、 前 記 仮 設 テ ン ト の 内 側 に 連 通 す る 排 水 手 段 が 接 続 さ れ る こ と 、 に よ り
解 決 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 こ の よ う に 、 請 求 項 １ に 記 載 の 仮 設 テ ン ト は 、 シ ー ト 部 材 を 支 持 す る 梁 部 材 の う ち 、 隣
合 う 梁 部 材 が 、 所 定 長 さ の つ な ぎ 材 を 介 し て 互 に 連 結 さ れ て い る 。 そ し て 、 シ ー ト 部 材 は
、 梁 部 材 と つ な ぎ 部 材 と に よ っ て 支 持 さ れ て い る 。
　 こ の よ う に 構 成 す る と 、 隣 り 合 う 梁 部 材 の 間 に 張 設 さ れ た シ ー ト 部 材 の 上 に 溜 ま る 雨 水
は 、 隣 り 合 う 梁 部 材 、 つ な ぎ 材 、 及 び レ ー ル 部 材 に よ っ て 囲 ま れ る 矩 形 の 構 面 が 一 つ の 排
水 負 担 領 域 と な る 。 す な わ ち 、 つ な ぎ 材 を 設 け る こ と に よ り 排 水 負 担 領 域 が 分 割 さ れ る 。
そ し て 、 こ の つ な ぎ 材 を 境 に 隣 り 合 う 排 水 負 担 領 域 は 、 排 水 系 統 が 別 と さ れ る 。 す な わ ち
、 各 々 の 排 水 負 担 領 域 で 受 け た 雨 水 は 各 々 の 排 水 負 担 領 域 内 の 排 水 口 に 流 入 さ れ る 。 従 っ
て 排 水 口 の 位 置 を 考 慮 し て つ な ぎ 材 を 設 け る こ と に よ り 、 排 水 口 に 雨 水 が 流 入 し 易 い 構 成
と す る こ と が で き 、 シ ー ト 材 で 受 け た 雨 水 の 排 水 が 良 好 と さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 こ の と き 、 請 求 項 ２ に 記 載 の よ う に 、 前 記 水 抜 き 孔 は 、 隣 り 合 う 一 組 の 梁 部 材 、 該 梁 部
材 同 士 を 連 結 す る つ な ぎ 材 、 前 記 レ ー ル 部 材 、 に 囲 ま れ た 領 域 の 対 角 線 の 交 点 と 略 同 一 位
置 に 設 け ら れ て い る と 好 適 で あ る 。 こ の よ う に 、 請 求 項 ２ に 記 載 の 仮 設 テ ン ト は 、 隣 り 合
う 一 組 の 梁 部 材 の 間 に １ ヶ 所 の み つ な ぎ 材 を 設 け た 場 合 に 、 各 々 の 排 水 負 担 領 域 の 構 面 の
対 角 線 の 交 点 に 排 水 口 を 設 け て い る の で 、 該 排 水 口 に 雨 水 が 流 入 し 易 い 。 従 っ て 、 シ ー ト
材 で 受 け た 雨 水 の 排 水 が 良 好 と さ れ る 。
　 ま た 、 請 求 項 ３ に 記 載 の よ う に 、 前 記 水 抜 き 孔 は 、 隣 り 合 う 一 組 の 梁 部 材 、 該 梁 部 材 同
士 を 連 結 す る つ な ぎ 材 、 該 つ な ぎ 材 と 隣 り 合 う つ な ぎ 材 、 に 囲 ま れ た 領 域 の 対 角 線 の 交 点
と 略 同 一 位 置 に 設 け ら れ て い る と 好 適 で あ る 。 こ の よ う に 構 成 す る と 、 隣 り 合 う 一 組 の 梁
部 材 の 間 に つ な ぎ 材 を 複 数 設 け た 場 合 で も 、 各 々 の 排 水 負 担 領 域 の 構 面 の 対 角 線 の 交 点 に
排 水 口 を 設 け て い る の で 、 該 排 水 口 に 雨 水 が 流 入 し 易 い 。 従 っ て 、 シ ー ト 材 で 受 け た 雨 水
の 排 水 が 良 好 と さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 そ し て 、 請 求 項 ４ に 記 載 の よ う に 、 前 記 つ な ぎ 材 は 、 前 記 梁 部 材 と 直 交 し て 設 置 さ れ 、
か つ 隣 り 合 う 梁 部 材 の 各 々 の 長 さ 方 向 の 略 中 央 を 互 い に 連 結 す る よ う に 構 成 す る と 好 適 で
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あ る 。 こ の よ う に す る と 、 隣 り 合 う 梁 部 材 間 の 各 々 の 排 水 負 担 領 域 が 略 同 一 形 状 と さ れ 、
各 々 の 排 水 口 の 排 水 負 担 面 積 が 均 等 と さ れ る 。 従 っ て 、 特 定 部 位 に お い て 雨 水 の 支 持 負 担
が 増 大 す る こ と が な く 、 仮 設 テ ン ト の 耐 久 性 に 悪 影 響 を 与 え る こ と が な い 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 以 上 の よ う に 、 本 発 明 に よ れ ば 、 以 下 の よ う な 効 果 を 奏 す る 。
（ イ ） 建 物 又 は 敷 地 の 上 空 に 掛 け 渡 さ れ る 部 材 に シ ー ト 部 材 を 張 設 し て 建 物 又 は 敷 地 の 上
方 を 覆 う よ う に し た の で 、 悪 天 候 で も 建 築 作 業 を 進 行 さ せ る こ と が 可 能 と さ れ る 。 ま た 、
建 物 又 は 敷 地 の 上 空 を 移 動 可 能 な 部 材 に シ ー ト 部 材 を 張 設 し た の で 、 必 要 に 応 じ て 建 物 の
上 空 か ら シ ー ト 部 材 を 移 動 さ せ て 仮 設 テ ン ト の 屋 根 を 開 閉 す る こ と が で き る 。
　 上 記 に 加 え て 、 隣 り 合 う 梁 部 材 の 間 に つ な ぎ 材 を 設 け る こ と に よ り 、 排 水 負 担 領 域 が 分
割 さ れ る 。 従 っ て 、 排 水 口 の 位 置 を 考 慮 し て つ な ぎ 材 を 設 け る こ と に よ り 、 排 水 口 に 雨 水
が 流 入 し 易 い 構 成 と す る こ と が で き 、 シ ー ト 材 で 受 け た 雨 水 の 排 水 が 良 好 と さ れ る 。
（ ロ ） 各 々 の 排 水 負 担 領 域 の 構 面 の 対 角 線 の 交 点 に 排 水 口 を 設 け て い る の で 、 該 排 水 口 に
雨 水 が 流 入 し 易 い 。
（ ハ ） 各 々 の 排 水 口 の 排 水 負 担 面 積 が 均 等 と さ れ る 。 従 っ て 、 特 定 部 位 に お い て 雨 水 の 支
持 負 担 が 増 大 す る こ と が な く 、 仮 設 テ ン ト の 耐 久 性 に 悪 影 響 を 与 え る こ と が な い 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に つ い て 、 図 面 を 参 照 し て 説 明 す る 。 ま た 、 以 下 に 説 明 す る 配 置 、
形 状 等 は 、 本 発 明 を 限 定 す る も の で は な く 、 本 発 明 の 趣 旨 に 沿 っ て 各 種 改 変 す る こ と が で
き る こ と は 勿 論 で あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 図 １ 乃 至 図 １ ６ は 本 発 明 の 一 実 施 形 態 を 示 す 図 で 、 図 １ は 実 施 例 の 仮 設 テ ン ト の 平 面 図
、 図 ２ 及 び 図 ３ は 実 施 例 の 仮 設 テ ン ト の 断 面 図 （ 図 ２ は 図 １ の Ａ － Ａ 断 面 図 、 図 ３ は 図 １
の Ｂ － Ｂ 断 面 図 ） 、 図 ４ 乃 至 図 ７ は 実 施 例 の シ ー ト の 張 設 方 法 を 示 す 説 明 図 、 図 ８ は 仮 設
足 場 に レ ー ル 、 ロ ー ラ ー 架 台 、 ガ ー タ ー を 取 り 付 け た 状 態 を 示 す 斜 視 図 、 図 ９ は 実 施 例 の
ガ ー タ ー パ ー ツ の 接 合 方 法 を 示 す 説 明 図 、 図 １ ０ は ガ ー タ ー と つ な ぎ 材 の 接 合 部 を 示 す 斜
視 図 、 図 １ １ 及 び 図 １ ２ は 実 施 例 の ガ ー タ ー の レ ベ ル を 合 わ せ る た め の 束 部 材 を 示 す 説 明
図 、 図 １ ３ は 実 施 例 の シ ー ト が ガ ー タ ー の 上 か ら 固 定 さ れ た 状 態 を 示 す 説 明 図 で あ る 。
　 ま た 、 図 １ ４ は シ ー ト の 固 定 状 態 を 解 除 す る と き に 使 用 す る 取 り 外 し 治 具 を 示 す 説 明 図
、 図 １ ５ は 取 り 外 し 治 具 を 用 い て ク リ ッ プ を 外 す 手 順 を 示 す 説 明 図 、 図 １ ６ は 実 施 例 の 仮
設 テ ン ト の シ ー ト に 設 け ら れ た ド レ ー ン の 配 置 を 示 す 説 明 図 、 で あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
（ 仮 設 テ ン ト 及 び 仮 設 テ ン ト 用 梁 部 材 の 構 成 ）
　 本 実 施 形 態 の 仮 設 テ ン ト Ｓ は 、 仮 設 足 場 Ｔ に 支 持 さ れ る ブ ラ ケ ッ ト １ ０ に 固 定 さ れ る レ
ー ル 支 持 材 ２ ０ と 、 該 レ ー ル 支 持 材 ２ ０ に 固 定 さ れ る レ ー ル ３ ０ と 、 該 レ ー ル ３ ０ に 装 着
さ れ る ロ ー ラ ー 架 台 ４ ０ と 、 該 ロ ー ラ ー 架 台 の 上 面 に 取 り 付 け ら れ る ガ ー タ ー ５ ０ と 、 隣
接 す る ガ ー タ ー ５ ０ 同 士 を 所 定 間 隔 で 連 結 す る つ な ぎ 材 ６ ０ と 、 前 記 ガ ー タ ー ５ ０ に 着 脱
可 能 な 束 部 材 ７ ０ と 、 前 記 ガ ー タ ー ５ ０ 及 び つ な ぎ 材 ６ ０ の 上 に 張 設 さ れ る シ ー ト ８ ０ と
、 該 シ ー ト ８ ０ に 設 け ら れ た 排 水 用 の ド レ ー ン ９ ０ と 、 を 有 し て 構 成 さ れ て い る 。
　 な お 、 上 述 の レ ー ル ３ ０ が 本 発 明 の レ ー ル 部 材 に 相 当 し 、 ガ ー タ ー ５ ０ が 本 発 明 の 梁 部
材 に 相 当 し 、 シ ー ト ８ ０ が 本 発 明 の シ ー ト 部 材 に 相 当 す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 仮 設 テ ン ト Ｓ は 、 図 １ に 示 す よ う に 、 建 物 Ｈ を 挟 ん で 対 向 す る 位 置 に 設 け ら れ た 仮 設 足
場 Ｔ １ 及 び Ｔ ２ に よ っ て 支 持 さ れ て い る 。 な お 、 図 １ 乃 至 図 ３ に お い て シ ー ト ８ ０ は 図 示
を 省 略 し て い る 。 ま た 、 図 １ に お い て 図 ２ 及 び 図 ３ に 示 さ れ て い る ブ ラ ケ ッ ト １ ０ 、 ロ ー
ラ ー 架 台 ４ ０ は 図 示 を 省 略 し て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 図 ３ に 示 す よ う に 、 こ の 仮 設 足 場 Ｔ １ 及 び Ｔ ２ の 内 側 （ 建 物 側 ） の 縦 枠 材 Ｒ １ 及 び Ｒ ２
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の 上 端 部 に は 、 ブ ラ ケ ッ ト １ ０ が 各 々 略 同 一 高 さ に 取 り 付 け ら れ て い る 。 ブ ラ ケ ッ ト １ ０
は 、 図 ８ に 示 す よ う に 、 縦 フ レ ー ム 材 １ １ と 、 縦 フ レ ー ム 材 １ １ に 固 定 さ れ た 略 水 平 な 横
フ レ ー ム 材 １ ２ と 、 を 有 し て 構 成 さ れ て い る 。 縦 フ レ ー ム 材 １ １ と 縦 枠 材 Ｒ １ ， Ｒ ２ と は
単 管 連 結 材 １ ３ に よ っ て 固 定 さ れ 、 横 フ レ ー ム 材 １ ２ は 縦 フ レ ー ム 材 １ １ の 上 端 か ら 建 物
側 に 向 け て 延 出 さ れ て い る 。 各 々 の 横 フ レ ー ム 材 １ ２ の 上 側 に は 、 図 ８ に 示 す よ う に 、 断
面 コ の 字 型 の レ ー ル 支 持 材 ２ ０ の 片 方 の フ ラ ン ジ 面 が 単 管 ク ラ ン プ １ ４ を 介 し て 固 定 さ れ
て い る 。 そ し て 、 レ ー ル 支 持 材 ２ ０ の も う 一 方 の フ ラ ン ジ 部 の 先 端 に は レ ー ル ３ ０ が 固 定
さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 レ ー ル ３ ０ は 、 上 述 の よ う に 、 略 直 線 上 に 並 ん だ 複 数 の 縦 枠 材 Ｒ １ に 、 ブ ラ ケ ッ ト １ 及
び レ ー ル 支 持 材 ２ ０ を 介 し て 複 数 箇 所 で 支 持 さ れ 、 略 水 平 に 保 持 さ れ て い る 。 同 様 に 、 別
の レ ー ル ３ ０ が 、 略 直 線 上 に 並 ん だ 複 数 の 縦 枠 材 Ｒ ２ に 、 ブ ラ ケ ッ ト １ 及 び レ ー ル 支 持 材
２ ０ を 介 し て 複 数 箇 所 で 支 持 さ れ 、 略 水 平 に 保 持 さ れ て い る 。 つ ま り 、 仮 設 足 場 Ｔ １ 、 Ｔ
２ か ら そ れ ぞ れ 建 物 側 に レ ー ル ３ ０ が 架 設 さ れ お り 、 建 物 Ｈ を 挟 ん で 略 平 行 に ２ 本 の レ ー
ル ３ ０ が 架 設 さ れ て い る 。
　 な お 、 本 実 施 形 態 で は 、 レ ー ル ３ ０ は 、 ２ ． ３ ｍ ｍ 厚 の 鋼 材 か ら な る 直 径 ４ ８ ． ６ ｍ ｍ
の メ ッ キ 鋼 管 が 使 用 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 ロ ー ラ ー 架 台 ４ ０ は 、 図 ８ に 示 す よ う に 、 走 行 部 ４ １ の 上 に 架 台 部 ４ ２ が 接 合 さ れ て い
る 。 走 行 部 ４ １ は 、 リ ッ プ 溝 形 鋼 の 断 面 形 状 を 有 す る ロ ー ラ ー 受 け 材 ４ ３ の 内 部 に 、 複 数
の ロ ー ラ ー ４ ４ を コ の 字 型 に 配 設 し て 形 成 さ れ て い る 。 架 台 部 ４ ２ に は 、 後 述 す る ガ ー タ
ー ５ ０ の 下 端 面 の 部 材 が 接 合 さ れ る 。
　 こ の ロ ー ラ ー 架 台 ４ ０ は 、 略 コ の 字 型 に 配 設 さ れ た 各 々 回 転 自 在 な ロ ー ラ ー ４ ４ で 囲 ま
れ る 空 間 に レ ー ル ３ ０ が 挿 通 さ れ て 装 着 さ れ る 。 こ の よ う に 装 着 す る と 、 レ ー ル ３ ０ が 該
ロ ー ラ ー ４ ４ の 回 転 面 に ３ 方 向 か ら 当 接 さ れ て 支 持 さ れ 、 ロ ー ラ ー 架 台 ４ ０ が レ ー ル ３ ０
に 沿 っ て 走 行 自 在 と さ れ る 。 ま た 、 ロ ー ラ ー ４ ４ は ロ ー ラ ー 受 け 材 ４ ３ の 長 さ 方 向 に 沿 っ
て 複 数 配 置 さ れ て い る の で 、 レ ー ル ３ ０ に 対 し て ロ ー ラ ー 受 け 材 ４ ３ が 平 行 に 装 着 さ れ る
。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 ガ ー タ ー ５ ０ は 、 建 物 Ｈ を 挟 ん で 略 平 行 に 架 設 さ れ る 一 対 の レ ー ル ３ ０ ， ３ ０ に 架 け 渡
さ れ る 部 材 で あ り 、 １ 本 の 上 弦 材 ５ １ 及 び ２ 本 の 下 弦 材 ５ ２ ， ５ ２ を 略 正 三 角 形 の 薄 板 状
の 梁 用 プ レ ー ト ５ ３ の 各 々 の 頂 点 に 接 合 し て 構 成 さ れ て い る 。 ガ ー タ ー ５ ０ は 、 両 端 部 が
各 々 ロ ー ラ ー 架 台 ４ ０ の 架 台 部 ４ ２ に 取 り 付 け ら れ て い る 。 そ し て 、 ガ ー タ ー ５ ０ は 、 両
端 の ロ ー ラ ー 架 台 ４ ０ ， ４ ０ が 略 平 行 な レ ー ル ３ ０ ， ３ ０ に 各 々 装 着 さ れ る こ と に よ り 、
建 物 上 空 を 走 行 自 在 と さ れ る 。 な お 、 本 実 施 形 態 で は 図 ６ の よ う な ロ ー ラ ー 架 台 ４ ０ を 用
い て ガ ー タ ー ５ ０ を 走 行 自 在 に 構 成 し た が 、 こ の よ う な 形 状 に 限 定 さ れ ず 、 レ ー ル ３ ０ に
対 し て 走 行 自 在 な 構 成 で あ れ ば 、 ど の よ う な 構 成 で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 上 弦 材 ５ １ 及 び 下 弦 材 ５ ２ ， ５ ２ は 、 い ず れ も １ ． ６ ｍ ｍ 厚 の 鋼 材 か ら な る メ ッ キ 鋼 管
が 使 用 さ れ て い る 。 そ の 径 寸 法 は １ ９ ． １ ｍ ｍ と さ れ て い る 。
　 梁 用 プ レ ー ト ５ ３ は 、 ３ ． ２ ｍ ｍ 厚 の 鋼 板 か ら な り 、 略 正 三 角 形 の 底 辺 か ら 頂 点 ま で の
寸 法 が ２ ０ ０ ｍ ｍ と さ れ て い る 。 な お 、 こ の 梁 用 プ レ ー ト ５ ３ が 、 本 発 明 の 連 結 材 に 相 当
す る 。 ま た 、 こ の 梁 用 プ レ ー ト ５ ３ は 、 ガ ー タ ー ５ ０ の 長 さ 方 向 に ４ ５ ５ ｍ ｍ 間 隔 に 配 置
さ れ て い る 。 す な わ ち 、 モ ジ ュ ー ル 寸 法 （ ９ １ ０ ｍ ｍ ） の 半 分 の ピ ッ チ で 配 置 さ れ て い る
。 ま た 、 梁 用 プ レ ー ト ５ ３ の プ レ ー ト 面 は ガ ー タ ー ５ ０ の 長 さ 方 向 に 対 し て 略 垂 直 と さ れ
て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 梁 用 プ レ ー ト ５ ３ と 上 弦 材 ５ １ ま た は 下 弦 材 ５ ２ ， ５ ２ は 、 各 々 補 強 プ レ ー ト ５ ４ を 介
し て 接 合 さ れ て い る 。 こ の 補 強 プ レ ー ト ５ ４ は 、 約 ５ ０ ｍ ｍ 角 の ３ ． ２ ｍ ｍ 厚 の 鋼 板 で あ
っ て 、 一 端 面 が 梁 用 プ レ ー ト ５ ３ の プ レ ー ト 面 に 溶 接 さ れ 、 該 溶 接 面 と 隣 り 合 う 端 面 が 上
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弦 材 ５ １ ま た は 下 弦 材 ５ ２ ， ５ ２ の 側 面 に 溶 接 さ れ て い る 。
　 ま た 、 梁 用 プ レ ー ト ５ ３ に は 、 そ の 略 中 央 に 直 径 ５ ０ ｍ ｍ の 円 形 開 口 ５ ３ ａ が 設 け ら れ
て お り 、 部 材 の 軽 量 化 が 図 ら れ て い る 。 ま た 、 こ の 円 形 開 口 ５ ３ ａ の 周 囲 に 複 数 の 直 径 １
３ ｍ ｍ の ボ ル ト 接 合 穴 ５ ３ ｂ が 設 け ら れ て い る 。 ボ ル ト 接 合 穴 ５ ３ ｂ の う ち ３ 個 は 、 円 形
開 口 ５ ３ ａ の 中 心 か ら 三 角 形 の 各 頂 点 に 向 か っ て ６ ０ ｍ ｍ 離 間 し た 位 置 を 中 心 と し て 設 け
ら れ て い る 。 ま た 、 別 の ボ ル ト 接 合 穴 ５ ３ ｂ は 、 円 形 開 口 ５ ３ ａ の 中 心 か ら 三 角 形 の 各 辺
に 向 か う 垂 線 上 で あ っ て 、 各 辺 か ら ２ ５ ｍ ｍ 内 側 の 位 置 を 中 心 と し て 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 本 実 施 形 態 で は 、 長 尺 部 材 の ガ ー タ ー ５ ０ を 人 力 で 架 設 す る た め に 、 互 い に 着 脱 可 能 な
複 数 の ガ ー タ ー パ ー ツ ５ ５ が 長 さ 方 向 に 連 結 さ れ た ガ ー タ ー を 作 業 床 上 で 組 み 立 て て 架 設
し て い る 。 各 々 の ガ ー タ ー パ ー ツ ５ ５ は 、 そ の 最 大 長 さ が ３ ６ ４ ０ ｍ ｍ と さ れ 、 そ の 最 大
重 量 が １ １ ｋ ｇ と さ れ て い る 。 な お 、 こ の ガ ー タ ー パ ー ツ ５ ５ が 、 本 発 明 の 組 立 部 材 に 相
当 す る 。
　 こ れ ら の 部 材 の 運 搬 に 際 し 、 各 々 の 部 材 を 作 業 者 が 手 で 持 つ と き に 苦 痛 を 感 じ な い よ う
に す る た め に は 、 各 々 の 部 材 の 重 量 を １ ０ ｋ ｇ と す る 必 要 が あ る と さ れ て い る 。 す な わ ち
、 １ ０ ｋ ｇ が 作 業 者 に 苦 痛 を 感 じ さ せ な い た め の ガ イ ド ラ イ ン の 値 で あ る 。 本 実 施 形 態 の
ガ ー タ ー パ ー ツ ５ ５ は 最 大 重 量 が １ １ ｋ ｇ と さ れ て お り 、 こ の ガ イ ド ラ イ ン の 重 量 を 越 え
て い る が 、 そ の 超 過 量 は わ ず か で あ る 。 従 っ て 、 作 業 者 が 本 実 施 形 態 の ガ ー タ ー パ ー ツ ５
５ を 運 搬 し て も 、 そ れ ほ ど 作 業 に 苦 痛 を 感 じ る こ と が な い 。 ま た 、 ３ ６ ４ ０ ｍ ｍ よ り も 短
い ガ ー タ ー パ ー ツ は １ ０ ｋ ｇ 以 下 と さ れ て お り 、 運 搬 に 際 し て 作 業 者 に 苦 痛 を 感 じ さ せ る
こ と が な い 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 こ の よ う に 、 仮 設 テ ン ト Ｓ の 構 成 部 材 を 、 全 て 人 力 で 作 業 床 上 へ 運 搬 す る こ と が で き 、
か つ 作 業 床 上 で 組 立 ま た は 解 体 が 可 能 な 部 材 で 構 成 す る こ と に よ っ て 、 重 機 を 用 い ず に 梁
部 材 を 架 け 渡 す こ と が で き 、 仮 設 テ ン ト の 設 置 ・ 解 体 を 行 う こ と が で き る 。 従 っ て 、 コ ス
ト が 削 減 さ れ る 。 ま た 、 重 機 の 設 置 ス ペ ー ス が 確 保 で き な い 現 場 で も 仮 設 テ ン ト を 設 置 す
る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 本 実 施 形 態 の 仮 設 テ ン ト は 、 建 物 ま た は 敷 地 の 大 き さ に よ っ て 大 き さ が 異 な る も の と さ
れ る 。 こ の よ う な 場 合 に 対 応 す る た め 、 ガ ー タ ー パ ー ツ ５ ５ と し て 複 数 種 類 の 長 さ の も の
が 準 備 さ れ て い る と 好 適 で あ る 。 こ れ に よ り 、 様 々 な 長 さ の ガ ー タ ー を 容 易 に 組 み 立 て る
こ と が で き る 。 例 え ば 、 単 位 モ ジ ュ ー ル 寸 法 を 基 準 と し て 、 そ の 整 数 倍 ま た は 整 数 分 の １
の ガ ー タ ー パ ー ツ を 準 備 す る 。 本 実 施 形 態 で は 、 建 物 の モ ジ ュ ー ル 寸 法 が ９ １ ０ ｍ ｍ と さ
れ て お り 、 そ の ２ 分 の １ の ４ ５ ５ ｍ ｍ を 基 準 に 寸 法 展 開 さ れ て い る の で 、 ４ ５ ５ ｍ ｍ を 基
準 寸 法 と し て 、 こ の 整 数 倍 の 寸 法 展 開 で ガ ー タ ー パ ー ツ を 準 備 す る 。 こ の よ う に す る と 、
モ ジ ュ ー ル 展 開 さ れ た 建 物 に 対 応 し た 寸 法 の ガ ー タ ー を 容 易 に 組 み 立 て る こ と が で き る 。
但 し 、 本 実 施 形 態 で は 、 上 述 の よ う に 作 業 性 及 び 設 置 ・ 解 体 の 容 易 性 を 考 慮 し て 、 ガ ー タ
ー パ ー ツ の 最 大 長 さ は モ ジ ュ ー ル 寸 法 の ４ 倍 の ３ ６ ４ ０ ｍ ｍ と さ れ る 。
　 ま た 、 ガ ー タ ー の 両 端 は 上 述 し た 架 台 部 ４ ２ に 固 定 さ れ る た め 、 ガ ー タ ー の 両 端 に 使 用
す る 組 立 部 材 と し て 、 固 定 し ろ を 考 慮 し た 端 部 専 用 の 長 さ の も の を 準 備 し て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 図 ９ に 、 ガ ー タ ー パ ー ツ ５ ５ の 接 合 方 法 を 示 す 。 各 々 の ガ ー タ ー パ ー ツ ５ ５ の 両 端 に は
梁 用 プ レ ー ト ５ ３ が 取 り 付 け ら れ て お り 、 こ の 梁 用 プ レ ー ト ５ ３ を 接 合 相 手 の ガ ー タ ー パ
ー ツ ５ ５ 端 部 の 梁 用 プ レ ー ト ５ ３ と 重 ね 合 わ せ る 。 そ れ と 共 に 、 上 弦 材 ５ １ 及 び 下 弦 材 ５
２ ， ５ ２ の 端 部 の 開 口 を 接 合 相 手 の 部 材 の 対 応 す る 上 弦 材 、 下 弦 材 の 開 口 に 対 向 さ せ る 。
そ し て 、 所 定 長 さ の 棒 状 の ピ ン 部 材 Ｐ の 両 端 を 、 そ れ ぞ れ 対 向 す る 開 口 に 挿 入 し 、 ピ ン 部
材 Ｐ を 、 矢 印 に 示 す よ う に 、 両 側 か ら 鋼 管 の 内 部 に 収 納 す る 。 こ の よ う に す る と 、 ピ ン 部
材 Ｐ を 介 し て 上 弦 材 ５ １ 、 下 弦 材 ５ ２ が 直 線 状 に 連 結 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 こ の ピ ン 部 材 Ｐ の 略 中 央 に は 、 少 な く と も １ つ の 突 起 Ｑ が 形 成 さ れ て い る 。 突 起 Ｑ が 形
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成 さ れ て い る と 、 そ の 端 部 か ら 鋼 管 の 内 部 に 差 し 込 ま れ た ピ ン 部 材 Ｐ は 、 突 起 Ｑ の 位 置 以
上 に 深 く 鋼 管 の 内 部 に 挿 入 さ れ る こ と は な い 。 従 っ て 、 必 ず ピ ン 部 材 Ｐ の 略 中 央 部 が ガ ー
タ ー パ ー ツ ５ ５ の 連 結 面 、 す な わ ち 鋼 管 と 対 向 す る 鋼 管 と の 境 界 面 に 位 置 さ れ る よ う に ピ
ン 部 材 が 保 持 さ れ 、 位 置 ず れ を 起 こ す こ と が な い 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 そ し て 、 重 ね 合 わ せ た 梁 用 プ レ ー ト ５ ３ の ボ ル ト 接 合 穴 ５ ３ ｂ に ボ ル ト Ｍ を 挿 通 し て ナ
ッ ト Ｎ を 締 め 付 け 、 梁 用 プ レ ー ト ５ ３ 同 士 を 固 定 す る 。 図 ９ で は 一 箇 所 し か ボ ル ト が 締 め
付 け ら れ て い な い が 、 ボ ル ト Ｍ は 、 十 分 な 接 合 強 度 を 得 ら れ る 数 で あ れ ば 良 く 、 全 て の ボ
ル ト 接 合 穴 ５ ３ ｂ に 取 り 付 け て も 良 い し 、 一 部 の ボ ル ト 接 合 穴 ５ ３ ｂ の み に 取 り 付 け て も
良 い 。 ま た 、 ボ ル ト 以 外 に も 、 着 脱 可 能 な 締 結 材 で あ れ ば 使 用 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 つ な ぎ 材 ６ ０ は 、 図 1に 示 す よ う に 、 隣 り 合 う ガ ー タ ー ５ ０ の 各 々 の 略 中 央 部 に 連 結 さ
れ て い る 。 こ の つ な ぎ 材 ６ ０ は 、 隣 り 合 う ガ ー タ ー 同 士 を 所 定 の 間 隔 に 保 持 す る と 共 に 、
シ ー ト ８ ０ で 被 覆 さ れ た と き 、 仮 設 テ ン ト の 内 側 か ら シ ー ト ８ ０ を 支 持 す る も の で あ る 。
こ の よ う な つ な ぎ 材 ６ ０ を 設 け た 理 由 に つ い て は 、 後 述 す る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 図 １ ０ に 、 つ な ぎ 材 ６ ０ と ガ ー タ ー ５ ０ と の 接 合 部 を 示 す 。 本 実 施 形 態 の つ な ぎ 材 ６ ０
は 、 上 弦 材 ６ １ と 下 弦 材 ６ ２ と を 矩 形 の つ な ぎ プ レ ー ト ６ ３ で 連 結 し て 平 面 的 な フ レ ー ム
状 に 構 成 さ れ て い る 。 つ な ぎ 用 プ レ ー ト ６ ３ は 、 少 な く と も つ な ぎ 材 ６ ０ の 両 端 部 に 設 け
ら れ 、 そ の 所 定 位 置 に 開 口 ６ ３ ａ 及 び ボ ル ト 接 合 穴 ６ ３ ｂ が 設 け ら れ て い る 。 従 っ て 、 つ
な ぎ 材 ６ ０ を ガ ー タ ー ５ ０ に 接 合 す る に は 、 ガ ー タ ー ５ ０ の 梁 用 プ レ ー ト ５ ３ と 、 つ な ぎ
材 ６ ０ の つ な ぎ 用 プ レ ー ト ６ ３ と を 重 ね 合 わ せ る 。 そ し て 、 ボ ル ト 接 合 穴 ５ ３ ｂ 、 ６ ３ ｂ
に ボ ル ト Ｍ を 挿 通 し て ナ ッ ト Ｎ を 取 り 付 け 、 固 定 す れ ば よ い 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 束 部 材 ７ ０ は 、 ガ ー タ ー ５ ０ に 接 合 さ れ て レ ベ ル 調 整 を 行 う 際 に 使 用 さ れ る 部 材 で あ る
。 こ の 束 部 材 ７ ０ は 、 ガ ー タ ー 用 束 ７ ２ と 、 レ ベ ル 調 整 束 ７ ３ と を 備 え 、 ガ ー タ ー 用 束 ７
２ の 胴 部 に １ ０ ０ ｍ ｍ 間 隔 で 形 成 さ れ た 長 さ 調 整 穴 ７ ２ ａ と 、 レ ベ ル 調 整 束 ７ ３ の 胴 部 に
１ ０ ０ ｍ ｍ 間 隔 で 形 成 さ れ た 長 さ 調 整 穴 ７ ３ ａ と を 位 置 合 わ せ し て ボ ル ト を 挿 通 し て 固 定
す る こ と に よ り 、 所 望 の 長 さ に 調 整 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 束 用 プ レ ー ト ７ １ は ガ ー タ ー 用 束 ７ ２ の 先 端 に 固 定 さ れ て お り 、 梁 用 プ レ ー ト ５ ３ と 略
同 一 形 状 と さ れ て い る 。 従 っ て 、 束 部 材 ７ ０ と ガ ー タ ー ５ ０ と を 接 合 す る に は 、 梁 用 プ レ
ー ト ５ ３ と 束 用 プ レ ー ト ７ １ と を 重 ね て ボ ル ト で 接 合 す る 。 ま た 、 レ ベ ル 調 整 束 ７ ３ は 、
そ の 下 端 内 部 に 接 合 さ れ た 不 図 示 の 長 ナ ッ ト ７ ４ に 螺 合 さ れ た 位 置 調 整 ネ ジ ７ ５ を ま わ し
て 長 さ 方 向 に 前 進 ま た は 後 退 さ せ る こ と に よ り 、 レ ベ ル の 微 調 整 を 行 う こ と が で き る 。
　 図 １ １ は ガ ー タ ー 用 束 ７ ２ 、 レ ベ ル 調 整 束 ７ ３ 、 及 び ガ ー タ ー ５ ０ の 接 合 方 法 を 説 明 す
る 分 解 斜 視 図 で あ る 。 ま た 、 図 １ ２ は 作 業 床 上 に 組 み 立 て ら れ た 束 部 材 ７ ０ を 示 す 説 明 図
で あ る 。 な お 、 レ ベ ル 調 整 の 手 順 に つ い て は 、 仮 設 テ ン ト 及 び 仮 設 テ ン ト 用 梁 部 材 の 設 置
方 法 の 欄 で 後 述 す る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 シ ー ト ８ ０ は 、 ガ ー タ ー ５ ０ 及 び つ な ぎ 材 ６ ０ に よ っ て 支 持 さ れ て お り 、 ガ ー タ ー ５ ０
及 び つ な ぎ 材 ６ ０ を 覆 う よ う に 被 せ ら れ 、 ガ ー タ ー ５ ０ の 上 弦 材 ５ １ に 対 し て 固 定 さ れ て
い る 。 本 実 施 形 態 の シ ー ト ８ ０ は 、 公 知 の 防 水 シ ー ト が 使 用 さ れ て い る 。 シ ー ト ８ ０ に は
、 ガ ー タ ー ５ ０ に 対 し て 固 定 さ れ る 位 置 に あ ら か じ め 合 わ せ マ ー ク が 印 刷 さ れ て い る 。 ま
た 、 上 弦 材 ５ １ と 当 接 す る 取 付 部 分 に は あ ら か じ め 増 し 張 り が 施 さ れ 、 補 強 が 施 さ れ て い
る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 後 述 す る よ う に 、 本 実 施 形 態 の シ ー ト ８ ０ の 張 設 方 法 で は 、 複 数 本 の ガ ー タ ー ５ ０ を レ
ー ル 上 の 一 箇 所 に 寄 せ 集 め 、 ガ ー タ ー ５ ０ と 隣 り 合 う ガ ー タ ー ５ ０ と が 近 接 し た 状 態 で 、
ガ ー タ ー 間 に シ ー ト ８ ０ が た る ん だ 状 態 と な る よ う に 取 り 付 け る 。 そ し て 、 ガ ー タ ー ５ ０
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を 移 動 さ せ て シ ー ト ８ ０ を 展 伸 さ せ 、 ガ ー タ ー ５ ０ が 所 定 位 置 ま で 移 動 さ れ た と き に 、 シ
ー ト ８ ０ が 略 水 平 に 緊 張 さ れ る よ う に 構 成 さ れ て い る 。 そ の た め 、 本 実 施 形 態 の 合 わ せ マ
ー ク は 、 シ ー ト ８ ０ を 緊 張 し た 状 態 に お け る 隣 合 う ガ ー タ ー ５ ０ 間 の 距 離 に 、 シ ー ト を 上
弦 材 ５ １ に 固 定 す る た め の 固 定 し ろ を 加 え た 間 隔 で 印 刷 さ れ て い る 。
　 こ の よ う な 合 わ せ マ ー ク が 印 刷 さ れ て い る と 、 合 わ せ マ ー ク を 基 準 に 、 た る ん だ 状 態 で
シ ー ト ８ ０ を ガ ー タ ー ５ ０ に 固 定 し て お き 、 そ の 後 シ ー ト ８ ０ を 展 伸 し た と き に は 、 シ ー
ト ８ ０ が ち ょ う ど 略 水 平 に 緊 張 さ れ る よ う に す る こ と が で き る 。 従 っ て 、 取 り 付 け 時 に そ
の 都 度 シ ー ト の ど の 位 置 で 固 定 す れ ば よ い か 測 っ て 取 り 付 け る 必 要 が な く 、 取 付 作 業 が 簡
易 化 さ れ る 。 ま た 、 正 確 な 位 置 で 固 定 す る こ と が で き 、 展 伸 さ れ た シ ー ト が 略 水 平 に 緊 張
さ れ る よ う に す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 本 実 施 形 態 の 合 わ せ マ ー ク は 、 シ ー ト ８ ０ の 両 側 縁 に 所 定 間 隔 で 印 刷 さ れ て お り 、 こ の
合 わ せ マ ー ク を ガ ー タ ー ５ ０ の 上 弦 材 の 両 端 部 に 合 わ せ て シ ー ト を 固 定 す れ ば よ い が 、 合
わ せ マ ー ク の 位 置 は こ の よ う な 位 置 に 限 定 さ れ ず 、 シ ー ト ８ ０ の 固 定 位 置 を 定 め ら れ る 位
置 で あ れ ば 、 ど の よ う な 位 置 に 印 刷 し て も よ い 。 ま た 、 シ ー ト ８ ０ の 両 側 縁 だ け で な く 、
シ ー ト ８ ０ の 内 部 側 に も 印 刷 し て お き 、 ガ ー タ ー ５ ０ の 長 さ 方 向 の 中 間 部 に 固 定 さ れ る 内
部 側 の 固 定 位 置 に つ い て も 、 正 確 に 位 置 決 め で き る よ う に し て お い て も よ い 。
　 ま た 、 合 わ せ マ ー ク は 印 刷 に よ る も の に 限 定 さ れ ず 、 合 わ せ 位 置 が 認 識 で き る も の で あ
れ ば ど の よ う な も の で も よ い 。 例 え ば 、 所 定 の 位 置 決 め 部 材 を 取 り 付 け て お く 方 法 で も よ
い 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 図 １ ３ に 実 施 例 の シ ー ト ８ ０ が ガ ー タ ー ５ ０ の 上 か ら 被 せ ら れ て 一 部 が 固 定 さ れ た 状 態
を 示 す 。 こ の 図 に お い て 、 シ ー ト ８ ０ に 覆 わ れ た ガ ー タ ー の 形 状 を 点 線 で 示 す 。 シ ー ト ８
０ を 上 弦 材 ５ １ に 対 し て 固 定 す る 方 法 は 、 以 下 の よ う な も の で あ る 。 シ ー ト ８ ０ を 被 せ た
上 か ら 、 所 定 長 さ の 略 Ｃ 字 型 断 面 を 有 す る チ ュ ー ブ 材 ８ １ を 上 弦 材 ５ １ に 嵌 着 す る 。 こ れ
に よ り 、 上 弦 材 ５ １ と チ ュ ー ブ 材 ８ １ と の 間 で シ ー ト ８ ０ が 挟 持 さ れ 、 固 定 さ れ る 。 そ し
て 、 チ ュ ー ブ 材 ８ １ の 両 端 部 等 の は ず れ 易 い 箇 所 に は 、 さ ら に チ ュ ー ブ 材 ８ １ の 外 側 か ら
ク リ ッ プ ８ ２ を 嵌 着 し て 、 よ り 強 固 に 固 定 す る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 チ ュ ー ブ 材 ８ １ 及 び ク リ ッ プ ８ ２ は 着 脱 可 能 な 挟 持 部 材 で あ る 。 チ ュ ー ブ 材 ８ １ は 弾 力
性 の あ る 樹 脂 製 品 か ら な り 、 Ｃ 字 型 断 面 の 開 口 部 分 を 拡 げ て シ ー ト ８ ０ 及 び 上 弦 材 を 押 し
込 み 、 挟 み 込 む こ と が で き る 。 ク リ ッ プ ８ ２ は 、 Ｃ 字 型 断 面 の 短 い 筒 材 ８ ２ ａ の 外 側 か ら
バ ネ 材 ８ ２ ｂ で 挟 み 込 む も の で あ っ て 、 バ ネ 材 ８ ２ ｂ を 筒 材 ８ ２ ａ の 一 端 に 軸 支 さ せ 、 回
動 さ せ る こ と に よ っ て 、 挟 み 込 み ま た は 取 り 外 し で き る も の で あ る 。
　 な お 、 シ ー ト ８ ０ の 固 定 状 態 を 解 除 す る 手 順 及 び 解 除 の 際 に 使 用 さ れ る 取 り 外 し 治 具 Ｇ
に つ い て は 、 後 述 す る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 次 に 、 つ な ぎ 材 ６ ０ を 設 け た 理 由 に つ い て 説 明 す る 。 図 １ ６ に 仮 設 テ ン ト Ｓ の 平 面 図 を
示 す 。 こ の 図 に お い て 、 シ ー ト ８ ０ に 被 覆 さ れ た ガ ー タ ー ５ ０ 、 レ ー ル ３ ０ 、 つ な ぎ 材 ６
０ 、 は 点 線 で 示 さ れ て お り 、 仮 設 足 場 Ｔ 及 び 建 物 Ｈ は 図 示 を 省 略 し て い る 。 図 １ ６ に 図 示
さ れ る よ う に 、 シ ー ト ８ ０ に は 、 仮 設 テ ン ト Ｓ の 外 側 と 内 側 と を 連 通 す る ド レ ー ン ９ ０ ａ
乃 至 ９ ０ ｈ が 設 け ら れ て い る 。 そ し て 、 こ の ド レ ー ン ９ ０ ａ 乃 至 ９ ０ ｈ に は 、 各 々 仮 設 テ
ン ト Ｓ の 内 側 に 連 通 す る 不 図 示 の 排 水 ホ ー ス ９ １ ａ 乃 至 ９ １ ｈ が 接 続 さ れ て い る 。 排 水 ホ
ー ス は 、 排 水 の 必 要 が な い と き に は 取 外 し て 建 築 工 事 の 邪 魔 に な ら な い よ う に す る こ と も
で き る 。 そ し て 、 排 水 ホ ー ス を 取 り 外 し た と き に は 、 ド レ ー ン ９ ０ ａ 乃 至 ９ ０ ｈ に は 防 水
キ ャ ッ プ 等 を 嵌 着 し て ふ さ い で お く こ と も で き る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 シ ー ト ８ ０ の 上 に 雨 水 が 溜 ま る と 、 溜 ま っ た 雨 水 が こ の ド レ ー ン ９ ０ に う ま く 流 入 さ れ
れ ば 、 排 水 ホ ー ス ９ １ に よ っ て テ ン ト 外 へ 排 出 す る こ と が で き る 。 本 実 施 形 態 の 仮 設 テ ン
ト Ｓ で は 、 上 述 し た よ う に ガ ー タ ー ５ ０ の 上 弦 材 ５ １ に シ ー ト ８ ０ が 固 定 さ れ て 支 持 さ れ
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て い る の で 、 上 弦 材 ５ １ を 境 に ガ ー タ ー ５ ０ の 両 側 に 雨 水 が 振 り 分 け ら れ る 。 同 様 に 、 つ
な ぎ 材 ６ ０ の 両 側 に 雨 水 が 振 り 分 け ら れ る 。 つ ま り 、 つ な ぎ 材 ６ ０ を 設 け る こ と に よ り 、
隣 り 合 う ガ ー タ ー ５ ０ 、 つ な ぎ 材 ６ ０ 、 及 び レ ー ル ３ ０ に よ っ て 囲 ま れ る 矩 形 の 構 面 が 一
つ の 排 水 負 担 領 域 と な り 、 排 水 負 担 領 域 が ２ 分 割 さ れ る 。 そ し て 、 こ れ ら の つ な ぎ 材 ６ ０
を 境 に 隣 り 合 う 排 水 負 担 領 域 は 、 排 水 系 統 が 別 と な る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 本 願 出 願 人 は 、 ま ず 、 つ な ぎ 材 ６ ０ を 設 け な い 構 成 で 仮 設 テ ン ト の 試 作 実 験 を 行 っ た 。
こ の と き 、 ド レ ー ン の 位 置 は 図 １ ６ と 同 様 に 設 け ら れ て い た 。 す な わ ち 、 隣 り 合 う ガ ー タ
ー ５ ０ 及 び 一 対 の レ ー ル ３ ０ で 囲 ま れ る 構 面 に 各 々 ２ ヶ 所 の ド レ ー ン ９ ０ が 設 け ら れ て い
た 。 ま た 、 こ の 配 置 以 外 の 配 置 で も 、 試 験 を 行 っ た 。 そ の 結 果 、 つ な ぎ 材 を 設 け な い 構 成
で は 、 雨 水 が 必 ず し も ド レ ー ン ９ ０ に 流 入 さ れ ず 、 排 水 を 確 実 に 行 う こ と が で き な い こ と
を 知 っ た 。
　 つ ま り 、 実 験 の 結 果 に よ れ ば 、 つ な ぎ ６ ０ が 設 け ら れ て い な い 状 態 、 す な わ ち 排 水 負 担
領 域 が 広 い 場 合 に は 、 排 水 負 担 領 域 内 に 局 部 的 な 水 た ま り が 形 成 さ れ た 。 こ の よ う な 水 た
ま り は 、 そ の 発 生 位 置 が 一 定 と さ れ て い な か っ た 。 そ し て 、 い っ た ん そ の よ う な 水 た ま り
が 形 成 さ れ る と 、 そ こ に 溜 ま っ た 雨 水 は 、 作 業 者 が ド レ ー ン の 位 置 に 移 動 さ せ て 排 水 さ せ
な い 限 り 、 い つ ま で も 排 水 さ れ な い 。 こ の よ う に 、 雨 水 が 集 中 し た 部 分 の シ ー ト ８ ０ 及 び
シ ー ト ８ ０ を 支 持 す る 部 材 の 負 担 が 増 大 し 、 仮 設 テ ン ト Ｓ の 耐 久 性 に 悪 影 響 を 与 え る 。 ま
た 、 建 築 工 事 の 作 業 性 に 悪 影 響 を 与 え る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 そ こ で 、 本 願 出 願 人 は 、 工 夫 を 重 ね た 結 果 、 つ な ぎ 材 ６ ０ で 隣 り 合 う ガ ー タ ー ５ ０ の 中
央 部 分 を 連 結 し て 排 水 負 担 領 域 を ２ 分 割 し 、 つ な ぎ 材 を 境 と し て 両 側 に 雨 水 が 振 り 分 け ら
れ る よ う に し た 。 そ し て 、 図 １ ６ の よ う に 、 排 水 負 担 領 域 、 す な わ ち 、 隣 り 合 う ガ ー タ ー
５ ０ 、 つ な ぎ 材 ６ ０ 、 及 び レ ー ル ３ ０ に よ っ て 囲 ま れ る 矩 形 の 構 面 の 対 角 線 の 交 点 に 各 々
の ド レ ー ン ９ ０ ａ 乃 至 ９ ０ ｈ を 位 置 さ せ る よ う に し た 。 こ の よ う に す る と 、 局 部 的 に 水 た
ま り が で き る 等 の 排 水 不 良 が 発 生 せ ず 、 各 々 の ド レ ー ン ９ ０ ａ 乃 至 ９ ０ ｈ か ら 良 好 に 排 水
さ れ る こ と を 知 っ た 。
　 な お 、 ガ ー タ ー ５ ０ の 支 持 ス パ ン が も っ と 長 尺 と さ れ て い る 場 合 に は 、 つ な ぎ 材 ６ ０ は
必 ず し も ガ ー タ ー ５ ０ の 中 央 で な く 、 例 え ば ガ ー タ ー ５ ０ の 支 持 ス パ ン 、 す な わ ち レ ー ル
３ ０ 、 ３ ０ 間 の 距 離 を 三 分 割 し た 位 置 に 設 け ら れ て い て も よ い 。 こ の と き に は 、 ド レ ー ン
９ ０ は 、 隣 り 合 う ガ ー タ ー ５ ０ 、 つ な ぎ 材 ６ ０ 、 及 び 該 つ な ぎ 材 ６ ０ と 隣 り 合 う つ な ぎ 材
に よ っ て 囲 ま れ る 矩 形 の 構 面 の 対 角 線 の 交 点 に 位 置 さ せ る と 、 排 水 不 良 が 発 生 し な い 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
（ 仮 設 テ ン ト 及 び 仮 設 テ ン ト 用 梁 部 材 の 設 置 方 法 ）
　 以 下 、 本 実 施 形 態 の 仮 設 テ ン ト Ｓ を 設 置 す る 手 順 に つ い て 説 明 す る 。
（ １ ） ま ず 、 ブ ラ ケ ッ ト １ ０ 及 び 仮 設 テ ン ト Ｓ の 構 成 部 材 を 仮 設 足 場 Ｔ 又 は 建 物 Ｈ の 作 業
床 上 に 運 び 上 げ る 。 構 成 部 材 と し て は 、 レ ー ル 支 持 材 ２ ０ 、 レ ー ル ３ ０ 、 ロ ー ラ ー 架 台 ４
０ 、 ガ ー タ ー パ ー ツ ５ ５ 、 つ な ぎ 材 ６ ０ 、 ガ ー タ ー 用 束 ７ ２ 、 レ ベ ル 調 整 束 ７ ３ 、 シ ー ト
８ ０ 、 排 水 ホ ー ス ９ １ 、 シ ー ト 取 付 具 （ チ ュ ー ブ 材 ８ １ 、 ク リ ッ プ ８ ２ ） 等 が あ る 。 ま た
、 必 要 工 具 及 び 連 結 用 の 部 材 を 運 び 上 げ る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
（ ２ ） 次 に 、 レ ー ル を 設 置 す る 。 す な わ ち 、 仮 設 足 場 Ｔ の 縦 枠 材 Ｒ に ブ ラ ケ ッ ト １ ０ を 固
定 し 、 レ ー ル ３ ０ を レ ー ル 支 持 材 ２ ０ を 介 し て ブ ラ ケ ッ ト １ ０ の 上 に 固 定 す る 。
（ ３ ） 次 に 、 ガ ー タ ー パ ー ツ を 組 み 立 て る 。 す な わ ち 、 ガ ー タ ー パ ー ツ ５ ５ の 端 部 の 梁 用
プ レ ー ト ５ ３ 同 士 を 連 結 し て 所 定 の 寸 法 及 び 数 量 の ガ ー タ ー ５ ０ を 組 み 立 て る 。 そ し て 、
ガ ー タ ー ５ ０ の 両 端 に ロ ー ラ ー 架 台 ４ ０ を 取 り 付 け る 。
（ ４ ） 次 に 、 ガ ー タ ー を レ ー ル 間 に 架 け 渡 す 。 す な わ ち 、 各 々 の ロ ー ラ ー 架 台 ４ ０ を レ ー
ル ３ ０ に 取 り 付 け て ガ ー タ ー ５ ０ を 所 望 の 数 だ け 架 け 渡 す 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
（ ５ ） 次 に 、 ガ ー タ ー ５ ０ に シ ー ト ８ ０ を 張 設 す る 。 ま ず 、 全 て の ガ ー タ ー ５ ０ を レ ー ル
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上 で 一 箇 所 に 寄 せ 集 め て 、 シ ー ト ８ ０ で 覆 う 。 そ し て 、 予 め シ ー ト に 印 刷 さ れ た 合 わ せ マ
ー ク の 位 置 を 各 々 の ガ ー タ ー ５ ０ の 上 弦 材 ５ １ の 位 置 と を 合 わ せ て シ ー ト を ガ ー タ ー ５ ０
の 上 弦 材 ５ １ に 固 定 す る 。 こ の と き 、 ガ ー タ ー ５ ０ が 寄 せ 集 め ら れ て い る の で 、 シ ー ト ８
０ は ガ ー タ ー ５ ０ の 間 に た る ん だ 状 態 と さ れ て い る 。 図 ４ 及 び 図 ５ が こ の 状 態 の 仮 設 テ ン
ト Ｓ を 示 す 。 そ の 後 、 シ ー ト ８ ０ と 全 て の ガ ー タ ー ５ ０ と の 固 定 作 業 が 終 了 し た 後 、 ガ ー
タ ー ５ ０ を 図 ４ 及 び 図 ５ の Ａ 方 向 に ス ラ イ ド さ せ て 、 蛇 腹 状 に 配 設 さ れ て い た シ ー ト ８ ０
を 展 伸 さ せ 、 ぴ ん と 緊 張 さ せ る 。 図 ６ 及 び 図 ７ が こ の 状 態 の 仮 設 テ ン ト Ｓ を 示 す 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
（ ６ ） 次 に 、 シ ー ト ８ ０ が 緊 張 さ れ た 状 態 で 、 各 々 の ロ ー ラ ー 架 台 ４ ０ を レ ー ル ３ ０ に 対
し て 固 定 す る 。 仮 設 テ ン ト Ｓ の 構 成 の 欄 で は 説 明 を 省 略 し た が 、 ロ ー ラ ー 架 台 に は 、 レ ー
ル ３ ０ の 真 上 に 位 置 さ れ る 部 位 に 、 上 方 か ら 棒 状 の 固 定 ピ ン を 挿 通 さ せ る こ と が 可 能 な 穴
が 形 成 さ れ て い る 。 ま た 、 レ ー ル ３ ０ に は 、 こ の 固 定 ピ ン を 挿 通 さ せ る こ と が 可 能 な 固 定
穴 が 所 定 間 隔 で 形 成 さ れ て い る 。 こ の 固 定 穴 を 、 シ ー ト の 合 わ せ マ ー ク の 間 隔 と 対 応 さ せ
て 設 け て お く こ と に よ り 、 シ ー ト ８ ０ が 展 伸 さ れ 、 ぴ ん と 張 ら れ た 状 態 で ロ ー ラ ー 架 台 ４
０ と レ ー ル と を １ 本 の 固 定 ピ ン で 挿 通 さ せ 、 動 か な い よ う に す る こ と が で き る 。 こ の 方 法
で は 、 予 め レ ー ル ３ ０ に 固 定 穴 が 形 成 さ れ て い る の で 位 置 決 め が 容 易 と な る が 、 こ れ 以 外
に も 、 公 知 の ク ラ ン プ 等 を 用 い て 所 望 の 位 置 に ロ ー ラ ー 架 台 ４ ０ を 固 定 す る よ う に し て も
よ い 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
（ ７ ） 次 に 、 各 々 の ガ ー タ ー ５ ０ の 中 間 部 に 束 部 材 ７ ０ を 接 合 し て レ ベ ル 合 わ せ を 行 う 。
図 １ １ 及 び 図 １ ２ に 示 す よ う に 、 ガ ー タ ー 用 束 ７ ２ の 一 端 に 固 定 さ れ た 束 用 プ レ ー ト ７ １
と ガ ー タ ー ５ ０ の 梁 用 プ レ ー ト ５ ３ と を ボ ル ト で 接 合 す る 。 そ し て 、 ガ ー タ ー ５ ０ の レ ベ
ル が 最 も 設 計 位 置 に 近 く な る よ う に 、 長 さ 調 整 穴 ７ ２ ａ と 長 さ 調 整 穴 ７ ３ ａ と を 位 置 合 わ
せ し て ボ ル ト を 挿 通 し 、 ガ ー タ ー 用 束 ７ ２ と レ ベ ル 調 整 束 ７ ３ を 接 合 す る 。 そ し て 、 こ の
レ ベ ル 調 整 束 ７ ３ を 、 シ ー ト ８ ０ に よ っ て 覆 わ れ た 建 物 の 屋 上 又 は 作 業 床 、 あ る い は 仮 設
足 場 の 作 業 床 、 等 の 上 （ 図 １ ２ に お い て Ｆ と し て 示 す ） に 設 置 す る 。 こ の よ う に 、 お お よ
そ の レ ベ ル を 合 わ せ た 後 、 レ ベ ル 調 整 束 ７ ３ の 下 端 に 設 け た 位 置 調 整 ネ ジ ７ ５ に よ り 、 レ
ベ ル の 微 調 整 を 行 う 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
（ ８ ） そ し て 、 レ ベ ル 微 調 整 を 行 っ た 後 、 ガ ー タ ー 用 束 の 下 端 と ガ ー タ ー ５ ０ の 両 端 の ロ
ー ラ ー 架 台 ４ と を 、 各 々 ブ レ ー ス 材 ７ ６ に よ っ て 接 合 し 、 張 力 を 与 え る 。 こ れ に よ り ガ ー
タ ー ５ ０ の た わ み が 改 善 さ れ 、 ガ ー タ ー ５ ０ が 略 直 線 状 態 に 保 持 さ れ る 。
（ ９ ） 次 に 、 隣 り 合 う ガ ー タ ー ５ ０ の 中 間 部 を つ な ぎ 材 ６ ０ で 連 結 す る 。
（ １ ０ ） 最 後 に 、 排 水 ホ ー ス ９ １ を ド レ ー ン ９ ０ に 接 続 し て 排 水 路 を 確 保 す る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
（ シ ー ト の 固 定 解 除 方 法 ）
　 本 実 施 形 態 の 仮 設 テ ン ト を 解 体 す る と き に シ ー ト ８ ０ の 固 定 を 解 除 す る 方 法 に つ い て 説
明 す る 。
　 図 １ ３ で は 、 作 業 者 が シ ー ト ８ ０ の 一 部 の 固 定 状 態 を 途 中 ま で 解 除 し た 状 態 を 示 し て い
る が 、 シ ー ト の 固 定 状 態 を 解 除 す る に は 、 ま ず ク リ ッ プ ８ ２ を 取 り 外 し 、 そ の 後 、 チ ュ ー
ブ 材 ８ １ を 取 り 外 す 。 こ の と き 、 作 業 者 は 、 取 り 外 し 治 具 Ｇ を 使 用 し て 作 業 を 行 う 。
　 図 １ ４ に 取 り 外 し 治 具 Ｇ の 斜 視 図 及 び 側 面 図 を 示 す 。 こ の 取 り 外 し 治 具 Ｇ は 、 片 手 で 握
る の に 丁 度 良 い 寸 法 の 握 り 部 Ｇ １ と 、 そ の 一 端 か ら 所 定 角 度 で 突 出 す る 突 起 部 Ｇ ２ と 、 突
起 部 Ｇ ２ の 根 元 に 形 成 さ れ た 隆 起 部 Ｇ ３ と 、 突 起 部 Ｇ ２ と 逆 の 端 部 に 握 り 部 Ｇ １ と 同 一 平
面 上 に 突 出 す る 突 起 部 Ｇ ４ と 、 を 備 え て い る 。 作 業 者 は 、 こ の 突 起 部 Ｇ ２ を チ ュ ー ブ 材 ８
１ と シ ー ト ８ ０ と の 隙 間 に 差 し 込 み 、 て こ の 原 理 を 用 い て 隆 起 部 Ｇ ３ を 基 点 と し て 突 起 部
Ｇ ２ を 回 動 さ せ 、 チ ュ ー ブ 材 ８ １ を シ ー ト ８ ０ 及 び 上 弦 材 ５ １ か ら ひ き は が す 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 ま た 、 図 １ ５ に ク リ ッ プ ８ ２ を 外 す と き の 手 順 を 示 す 。 ま ず 、 図 １ ５ （ ａ ） に 示 す よ う
に 、 バ ネ 材 ８ ２ ｂ と 筒 材 ８ ２ ａ と の 隙 間 に 突 起 部 Ｇ ４ を 差 し 込 む 。 次 に 、 図 １ ５ （ ｂ ） に
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示 す よ う に 、 突 起 部 Ｇ ４ を そ の 延 出 方 向 を 軸 と し て 回 動 さ せ 、 バ ネ 材 ８ ２ ｂ と 筒 材 ８ ２ ａ
と の 隙 間 を 広 げ 、 バ ネ 材 ８ ２ ｂ を 回 動 さ せ る 。 図 １ ５ （ ｃ ） に 示 す よ う に 、 筒 材 ８ ２ ａ と
チ ュ ー ブ 材 ８ １ と の 隙 間 に 突 起 部 Ｇ ４ を 差 し 込 み 、 同 様 に 突 起 部 Ｇ ４ を 回 動 さ せ て 筒 材 ８
２ ａ を チ ュ ー ブ 材 ８ １ か ら ひ き は が す 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ４ ８ 】
【 図 １ 】 実 施 例 の 仮 設 テ ン ト の 平 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 実 施 例 の 仮 設 テ ン ト の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 実 施 例 の 仮 設 テ ン ト の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 実 施 例 の シ ー ト の 張 設 方 法 を 示 す 説 明 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 実 施 例 の シ ー ト の 張 設 方 法 を 示 す 説 明 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 実 施 例 の シ ー ト の 張 設 方 法 を 示 す 説 明 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 実 施 例 の シ ー ト の 張 設 方 法 を 示 す 説 明 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 仮 設 足 場 に レ ー ル 、 ロ ー ラ ー 架 台 、 ガ ー タ ー を 取 り 付 け た 状 態 を 示 す 斜 視 図 で あ
る 。
【 図 ９ 】 実 施 例 の ガ ー タ ー パ ー ツ の 接 合 方 法 を 示 す 説 明 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 ガ ー タ ー と つ な ぎ 材 の 接 合 部 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 １ １ 】 実 施 例 の ガ ー タ ー の レ ベ ル を 合 わ せ る た め の 束 部 材 を 示 す 説 明 図 で あ る 。
【 図 １ ２ 】 実 施 例 の ガ ー タ ー の レ ベ ル を 合 わ せ る た め の 束 部 材 を 示 す 説 明 図 で あ る 。
【 図 １ ３ 】 実 施 例 の シ ー ト が ガ ー タ ー の 上 か ら 固 定 さ れ た 状 態 を 示 す 説 明 図 で あ る 。
【 図 １ ４ 】 シ ー ト の 固 定 状 態 を 解 除 す る 取 り 外 し 治 具 を 示 す 説 明 図 で あ る 。
【 図 １ ５ 】 取 り 外 し 治 具 を 用 い て ク リ ッ プ を 外 す 手 順 を 示 す 説 明 図 で あ る 。
【 図 １ ６ 】 実 施 例 の 仮 設 テ ン ト の シ ー ト に 設 け ら れ た ド レ ー ン の 配 置 を 示 す 説 明 図 で あ る
。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ４ ９ 】
１ ０ 　 ブ ラ ケ ッ ト 、 １ １ 　 縦 フ レ ー ム 材 、 １ ２ 　 横 フ レ ー ム 材 、 １ ３ 　 単 管 連 結 材 、 １ ４
　 単 管 ク ラ ン プ 、 ２ ０ 　 レ ー ル 支 持 材 、 ３ ０ 　 レ ー ル 、 ４ ０ 　 ロ ー ラ ー 架 台 、 ４ １ 　 走 行
部 、 ４ ２ 　 架 台 部 、 ４ ３ 　 ロ ー ラ ー 受 け 材 、 ４ ４ 　 ロ ー ラ ー 、 ５ ０ 　 ガ ー タ ー 、 ５ １ 　 上
弦 材 、 ５ ２ 　 下 弦 材 、 ５ ３ 　 梁 用 プ レ ー ト 、 ５ ３ ａ 　 円 形 開 口 、 ５ ３ ｂ 　 ボ ル ト 接 合 穴 、
５ ４ 　 補 強 プ レ ー ト 、 ５ ５ 　 ガ ー タ ー パ ー ツ 、 ６ ０ 　 つ な ぎ 材 、 ６ １ 　 上 弦 材 、 ６ ２ 　 下
弦 材 、 ６ ３ 　 つ な ぎ 用 プ レ ー ト 、 ６ ３ ａ 　 開 口 、 ６ ３ ｂ 　 ボ ル ト 接 合 穴 、 ７ ０ 　 束 部 材 、
７ １ 　 束 用 プ レ ー ト 、 ７ ２ 　 ガ ー タ ー 用 束 、 ７ ２ ａ 　 長 さ 調 整 穴 、 ７ ３ 　 レ ベ ル 調 整 束 、
７ ３ ａ 　 長 さ 調 整 穴 、 ７ ４ 　 長 ナ ッ ト 、 ７ ５ 　 位 置 調 整 ネ ジ 、 ７ ６ 　 ブ レ ー ス 材 、 ８ ０ 　
シ ー ト 、 ８ １ 　 チ ュ ー ブ 材 、 ８ ２ 　 ク リ ッ プ 、 ８ ２ ａ 　 筒 材 、 ８ ２ ｂ 　 バ ネ 材 、 ９ ０ ， ９
０ ａ 乃 至 ９ ０ ｈ 　 ド レ ー ン 、 ９ １ ， ９ １ ａ 乃 至 ９ １ ｈ 　 排 水 ホ ー ス 、 Ｇ 　 治 具 、 Ｇ １ 　 握
り 部 、 Ｇ ２ 　 突 起 部 、 Ｇ ３ 　 隆 起 部 、 Ｇ ４ 　 突 起 部 、 Ｆ 　 作 業 床 、 Ｈ 　 建 物 、 Ｍ 　 ボ ル ト
、 Ｎ 　 ナ ッ ト 、 Ｐ 　 ピ ン 部 材 、 Ｑ 　 突 起 、 Ｒ ， Ｒ １ ， Ｒ ２ 　 縦 枠 材 、 Ｓ 　 仮 設 テ ン ト 、 Ｔ
， Ｔ １ ， Ｔ ２ 　 仮 設 足 場
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】
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【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】 【 図 １ ２ 】
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【 図 １ ３ 】 【 図 １ ４ 】

【 図 １ ５ 】 【 図 １ ６ 】
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